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洛

―
―
朝
鮮
の
補
陀
洛
の
成
立
に
つ
い
て
―
―

一
　

は
じ
め

に

ソ
ウ
ル
、
景
福
宮
の
そ
ば
に
あ
る
国
立
民
俗
博
物
館
の

一
室
に
、
百
済
の
祭
祀
遺
跡
を
推
定

・

復
元
し
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
景
観
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
崖
の
上
の
平
地
で
祭
官
ら
し
き
装
い
の
人

物
た
ち
が
立
ち
居
し
、
か
た
わ
ら
に
は
供
物
用
の
陶
磁
器
や
土
器
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
眼
下
の

青
い
海
に
は
帆
船
が
数
艘
浮
か
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
全
羅
北
道
、
扶
安
郡
格
浦
里
の
竹
幕
洞
遺

跡
の
景
観
で
、
日
本
語
版
の
図
録
に
は
、
そ
の
祭
祀
に
つ
い
て
、

祭
祀
の
性
格
は
、
遺
蹟
所
在
地
の
地
理
的
条
件
と
深
い
関
連
が
あ
る
。
辺
山
半
島
の
最
西

端
に
あ
る
こ
の
竹
幕
洞
遺
蹟
は
、
こ
の

一
帯
で
も

っ
と
も
高
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
七
山
の

海
を
眺
望
に
適
し
た
好
条
件
を
備
え
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
こ
は
沿
岸
を
通
り
過
ぎ
る

船
舶
や
当
該
地
域
の
漁
業
権
を

つ
か
さ
ど
る
人
々
が
祭
祀
を
行

っ
て
い
た
遺
蹟
で
あ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
。
祭
祀
の
目
的
は
航
海
の
安
全
や
豊
漁
の
祈
願
で
あ

っ
て
、
格
浦
里
で
口
伝
と

し
て
伝
え
ら
れ
る
竜
信
仰
や
開
陽
老
姐
の
伝
説
な
ど
が
こ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
竹
幕
洞
遺
蹟
は
三
国
時
代
の
百
済
の
祭
祀
遺
跡
と
し
て
発
掘
調
査
さ

れ
た
最
初
の
も
の
ら
し
い
。
三
国
時
代
、
海
上
交
通
や
漁
労
活
動
に
か
か
わ
る
祭
祀
の
場
所
は
、

む
ろ
ん
こ
の
遺
蹟
に
限
ら
れ
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。
往
時
の
近
海
に
お
け
る
さ
か
ん
な
漁
労
活
動
と

と
も
に
、
三
国
の
中
国
や
日
本
と
の
関
係
が
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
の
海
上
交
通
に
よ

っ
て
結
ば
れ

て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
た
く
ま
し
い
海
上
交
通
を
通
じ
て
物
資
と
と
も
に
有
形
無
形
の
文
化

も
さ
か
ん
に
運
ば
れ
て
い
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
を
こ
の
復
元
景
観
は
印
象
深
く
教
え
て
く
れ
る
。
朝

富

鮮
の
補
陀
洛
と
称
さ
れ
る
洛
山
寺
の
成
立
に
つ
い
て
の
考
察
に
も
、
こ
の
海
上
交
通
へ
の
視
点
が

重
要
と
な
る
。

朝
鮮
半
島
東
海
岸
の
中
ほ
ど
に
、
韓
国
江
原
道
襄
陽
郡
が
あ
る
。
襄
陽
郡
は
三
国
時
代
に
は
高

句
麗
に
属
し
て
翼
呪
県
あ
る
い
は
伊
文
県
と
称
し
、
統

一
新
羅
時
代
に
は
翼
嶺
と
称
し
た

（東
国

輿
地
勝
覧
）
。
五
峰
山
洛
山
寺

（現
地
音
で
は
ナ
ク
サ
ン
サ
）
は
そ
の
襄
陽
郡
降
呪
面
の
、
広
大

な
東
海
に
面
し
た
丘
の
上
に
あ
る
。
現
在
寺
域
に
は
観
音
を
祀
る
円
通
宝
殿
や
宝
陀
殿
、
高
さ
十

六
メ
ー
ト
ル
の
海
水
観
音
像
の
ほ
か
、
海
に
面
し
て
開
基
伝
承
に
ゆ
か
り
の
あ
る
義
湘
台
、
紅
蓮

庵
な
ど
が
散
在
し
、
多
く
の
参
拝
客
を
集
め
て
い
る
。
周
辺
に
は
美
し
い
海
に
面
し
て
白
砂
の
浜

が
広
が
っ
て
行
楽
の
場
と
な
り
、
海
産
物
を
売

っ
た
り
食
べ
さ
せ
た
り
す
る
店
も
多
く
立
ち
並

び
、
現
在
洛
山
地
区
は
韓
国
の
観
音
信
仰
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
と
と
も
に
、
東
海
岸
の
有
力
な
観
光

地
と
化
し
て
い
る
よ
う
だ
。

一
一　
洛
山
寺

の
開
基
伝
承

洛
山
寺
の
開
基
伝
承
を
し
る
す
古
い
文
献
と
し
て
は
、
ま
ず

一
然
の
三
国
遺
事

（
一
二
八
〇
年

こ
ろ
成
立
）、
次
い
で
東
国
興
地
勝
覧

（
一
四
八

一
年
成
立
）
な
ど
の
地
誌
類
に
引
用
さ
れ
て
い

る
高
麗
僧
、
益
荘
の
記
が
挙
げ
ら
れ
る
。
両
書
の
所
伝
は
基
本
的
に
は

一
致
す
る
が
、
内
容

・
表

現
に
は
か
な
り
の
差
異
も
あ
る
。

三
国
遺
事
巻
三

「塔
像
第
四
」
の

「洛
山
二
大
聖
　
観
音
　
正
趣
　
調
信
」
と
題
し
た
記
事
か

ら
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
い
さ
さ
か
長
い
そ
の
記
事
は
、
仮
に
タ
イ
ト
ル
を
付
け
る
と
す
れ
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①
　
義

湘
法
師
に
よ
る
開
基

②
　
一死
暁
法
師
の
来
訪

③
　
梵
日
祖
師
の
正

趣
菩
薩
安
置

④
・　
洛
山
寺
二
宝
珠
の
行
方

⑤
　
調
信
の
夢

と
い
う
五
つ
ほ
ど
の
内
容
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
寺
の
開
基
や
中
興
に
か
か
わ
る
伝

承
は
①
～
③
と
み
ら
れ
る
。
③
の
後
に
、
①
～
③
が

「古
本
」
に
拠

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
注
記
が

あ
る
か
ら
、
こ
の
開
基
伝
承
は
三
国
遺
事
の
成
立
よ
り
も
古
く
記
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
①
を
挙
げ
る
。

昔
義
湘
法
師
、
始
自
レ唐
来
還
、
聞

大
悲
真
身
住

此
海
辺
窟
内

、
故
因
名

洛
山

。
蓋
西

域
宝
陀
洛
伽
山
、
此
云

小
白
華

、
乃
白
衣
大
士
真
身
住
処
。
故
借
レ
此
名
レ
之
。

斎
戒
七
日
、
浮

座
具
晨
水
上

、
龍
天
八
部
侍
従
、
引

入
嘔
内

。
参

礼
空
中

、
出

水

精
念
珠

一
貫

給
レ
之
。
湘
領
受
而
退
。
東
海
龍
亦
献

如
意
宝
珠

一
顆

。
師
捧
出
。
更
斎
七

日
、
乃
見

真
容

。
謂
日
、
於

座
上
山
頂

双
竹
湧
生
。
当

其
地

作
レ
殿
宜
臭
。
師
聞
レ
之

出
レ
嘱
。
果
有
レ
竹
従
レ
地
湧
出
。
乃
作

金
堂

、
塑
レ
像
而
安
レ
之
。
円
容
一麗
質
、
備
若

天

生

。
其
竹
還
没
。
方
知

正
是
真
身
住

也
。
因
名

其
寺

日

洛
山

。
師
以

所
レ
受
二

珠

、
鎮

安
干
聖
殿

而
去
。

重
要
な
伝
承
な
の
で
、
試
み
に
訳
も
し
る
し
て
み
よ
う
。

昔
、
義
湘
法
師
が
初
め
て
唐

へ
の
留
学
か
ら
帰

っ
て
き
た
と
き
、
大
悲

（観
音
菩
薩
）
の

真
身
が
こ
の
海
辺
の
窟
の
中
に
住
む
と
聞
き
、
そ
こ
で
こ
こ
を
洛
山
と
名
づ
け
た
。
思
う

に
、
西
域
の
宝
陀
洛
伽
山
を
小
白
華
と
い
う
が
、
そ
こ
は
白
衣
大
士

（観
音
菩
薩
）
の
真
身

が
住
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
の
名
前
を
借
り
て
洛
山
と
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。

義
湘
は
斎
戒
す
る
こ
と
七
日
、
座
具
を
明
け
方
の
水
の
上
に
浮
か
べ
た
。
そ
う
し
た
と
こ

ろ
、
龍
天
の
八
部
侍
従
が
洞
窟
の
中
に
引
き
入
れ
て
く
れ
た
。
空
中
に
向
か

っ
て
参
礼
す
る

と
、
観
音
は
水
精
の
念
珠

一
貫
を
取
り
出
し
、
与
え
て
く
だ
さ
つ
た
。
義
湘
は
そ
れ
を
受
け

取

っ
て
退
い
た
。
東
海
の
龍
も
ま
た
如
意
宝
珠

一
顆
を
献

っ
た
。
義
湘
は
そ
れ
を
捧
げ
て
洞

窟
を
出
た
。

更
に
斎
戒
す
る
こ
と
七
日
、
義
湘
は
観
音
の
真
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
観
音
が

言
わ
れ
る
こ
と
に
は
、
「座
上
の
山
頂
に
双
竹
が
湧
く
よ
う
に
生
え
出
る
で
あ
ろ
う
。
其
の

地
に
仏
殿
を
作
る
が
よ
い
」
と
。
義
湘
は
そ
れ
を
聞
い
て
洞
窟
を
出
た
と
こ
ろ
、
果
た
し
て

ま
さ
に
今
地
面
か
ら
湧
く
よ
う
に
生
え
出
し
て
い
る
竹
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
そ
こ
に
金
堂
を

作
り
、
土
で
観
音
像
を
こ
し
ら
え
て
中
に
安
置
し
た
。
そ
の
像
は
完
全
な
お
姿
で
生
得
に
う

る
わ
し
く
、
お
ご
そ
か
な
こ
と
は
生
ま
れ
つ
き
の
よ
う
で
あ

っ
た
。
ま
も
な
く
そ
の
竹
は
地

面
の
中
に
消
え
て
し
ま

っ
た
。
こ
う
し
て
ま
さ
に
こ
こ
に
観
音
の
真
身
が
住
む
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
寺
を
洛
山
と
名
づ
け
た
。
義
湘
は
受
け
取

っ
た
二
つ
の
珠
を
聖
殿
に
鎮

め
置
い
て
立
ち
去

っ
た
。

読
解
上
の
注
記
を
若
干
加
え
る
と
、
ま
ず

「龍
天
の
八
部
侍
従
」
と
は

「
天
龍
八
部
衆
」
の
こ

と
で
、
天

・
龍

・
夜
叉

・
阿
修
羅
な
ど
八
種
の
仏
法
の
守
護
神
を
さ
す
。
ま
た
、
「水
精
の
念
珠

一
貫
を
出
し
て
与
え
て
く
れ
た
」
と
い
う
部
分
の
主
語
を

「龍
天
の
八
部
侍
従
」
と
す
る
読
み
が

あ
る
が
、
主
語
は
観
音
と
す
べ
き
で
あ
る
。
次
に
引
く
益
荘
記
に
も

「大
聖
即
ち
窟
中
よ
り
腎
手

を
伸
ば
し
、
水
精
念
珠
を
授
く
」
と
あ
る
。
ま
た
、
龍
が
聖
者
に
如
意
宝
珠
を
献
る
こ
と
は
仏
典

に
も
あ
る

（如
意
宝
珠
転
輪
秘
密
現
身
成
仏
金
輪
呪
王
経
巻

一
）。
如
意
宝
珠
は
龍
の
持
ち
物
と

し
て
仏
典
に
し
ば
し
ば
出
て
い
る
。
そ
れ
は
大
海
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
も
し
人
が
そ
れ
を
得

れ
ば
貧
窮
困
苦
し
て
い
る
衆
生
を
救
う
こ
と
が
で
き
る

（不
空
霜
索
陀
羅
尼
経
、
大
智
度
論
巻
三

五
な
ど
）。
そ
れ
は
水
を

つ
か
さ
ど
る
ゆ
え
に
五
穀
が
成
熟
し
、
人
々
が
豊
か
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
そ
う
し
て
国
が
治
ま
る
と
如
意
宝
珠
が
出
現
す
る
と
も

い
い

（大
乗
本
生
心
地
観
経
巻

一
こ
、
後
に
国
宝
と
さ
れ
た
と
い
う
こ
の
義
湘
の
得
た
如
意
宝
珠
も
そ
う
し
た
護
国
思
想
に
つ
な

が
る
文
脈
に
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
説
話
に
は
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
洛
山
寺
の
開
基
が
有
名
な
新
羅

僧
、
義
湘
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
海
辺
の
洞
窟
に
観
音
の
真
身
が
住
む
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
洛
山
寺
と
い
う
名
前
の
由
来
、
東
海
の
龍
の
援
助
、
な
ど
の
諸
点
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
、
次
に
益
荘
記
の
対
応
個
所
を
見
て
お
き
た
い
。
新
増
東
国
輿
地
勝

覧
の
引
用
に
よ
る
。

襄
州
東
北
降
仙
駅
之
南
里
有

洛
山
寺

。
寺
之
東
数
里
許
、
巨
海
辺
有
レ
窟
。
其
高
可

百

尺

、
其
大
可
レ
容

万
科
之
舟

。
其
下
海
濤
常
出
入
、
為

不
測
之
墾

。
世
称

観
音
大
士
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所
住
処
・也
。

窟
前
距

五
十
許
歩
、

海
中
有

石
上
可
レ鋪

一
席

、
出

没
水
面

。
昔
新
羅
義
相
法
師
、

欲

一親
観

聖
容

、
乃
於

石
上

展
坐
拝
稽
。
精
勤
至

一
一七
日

、
尚
未
レ
獲
レ
親
。
便
投

身

海
中

。
東
海
龍
扶
・
出
石
上

。
大
聖
即
於

窟
中

伸

腎
手

、
授

水
精
念
珠

日
、
我
身

未
レ
可

・親
親

。
但
従
二窟
上

行
、
至

双
竹
湧
出
処

。
是
吾
頂
上
。
於
レ
此
可
ド
営

一
殿

安
中
排
像
設
」
也
。
龍
亦
献

如
意
珠
及
玉

。
師
受
レ
珠
而
来
、
有

双
竹
湧
立
、

乃
於

童
（地

創
レ
殿
、
以

一龍
所
レ献
玉

造
レ
像
安
レ之
。
即
舷
寺
也
。

ま
ず
初
め
に
、
洛
山
寺
の
位
置
や
観
音
の
住
む
洞
窟
の
あ
り
さ
ま
を
説
明
し
て
い
る
。
洞
窟
は

高
さ
が
百
尺
ば
か
り
、
大
き
さ
は
万
石
の
舟
も
入
れ
ら
れ
る
ほ
ど
で
、
常
に
海
の
波
が
出
入
り
し

て
、
そ
の
た
め
に
計
測
不
能
の
深
谷
を
な
し
て
い
る
と
い
う
。
現
在
、
上
方
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
し

て
紅
蓮
庵
が
建

っ
て
い
る
、
そ
の
観
音
窟
を
さ
す
の
だ
ろ
う
。

続
く
義
湘

（義
相
）
法
師
の
話
は
、
三
国
遺
事
の
伝
承
と
異
な
る
点
が
あ
る
。
洞
窟
の
五
十
歩

ば
か
り
前
に
岩
が
あ
り
、
義
湘
は
そ
こ
に
座

っ
て
精
勤
し
た
が
、
観
音
の
聖
容
は
見
ら
れ
ず
、
た

め
に
海
に
身
を
投
げ
た
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
東
海
の
龍
が
義
湘
を
救
い
上
げ
、
観
音
は
窟
の
中
か

ら
臀
手
を
伸
ば
し
て
水
精
念
珠
を
授
け
た
、
と
い
う
部
分
な
ど
で
あ
る
。
異
伝
と
い
う
べ
き
だ
ろ

う
。
現
在
、
洛
山
寺
円
通
宝
殿
の
側
壁
に
は
開
基
伝
承
に
ま

つ
わ
る
絵
が
数
枚
描
か
れ
て
い
る

が
、
中
に
奇
抜
な

一
枚
が
あ
る
。
右
上
の
岩
場
に
座

っ
て
合
掌
し
て
い
る
義
湘
に
向
か
っ
て
左
下

の
岩
か
ら
白
い
腕
が
異
常
に
長
く
伸
び
、
掌
に
大
き
な
水
晶
の
珠
を
載
せ
て
い
る
。
ま
さ
に

「観

音
は
窟
の
中
か
ら
腎
手
を
伸
ば
し
て
水
精
念
珠
を
授
け
た
」
と
い
う
場
面
の
絵
だ
。

三
国
遺
事
に
か
え
り
、
元
暁
法
師
の
来
訪
を
し
る
す
②
を
挙
げ
よ
う
。

後
有

元
暁
法
師

、
継
レ
踵
而
来
、
欲
レ
求
三
謄
礼

。
初
至

於
南
郊

、
水
田
中
有
二

白
衣

女
人

刈
レ
稲
。
師
戯
請
一
其
禾

。
女
以

稲
荒

戯
答
レ
之
。
又
行

至
橋
下

、　
一
女
洗

月
水

畠

。
師
乞
レ
水
。
女
酌

其
械
水

献
レ
之
。
師
覆
棄
レ
之
、
更
酌

一天
水

而
飲
レ
之
。
時
野
中

松
上
有
二

青
鳥

。
呼
日

休
醍
□
和
尚

、
忽
隠
不
レ
現
。
其
松
下
有

一
隻
脱
戦
、

師
既

到
レ
寺
、
観
音
座
下
又
有

・前
所
レ
見
脱
軽

一
隻

。
方
知

前
所
レ
遇
聖
女
乃
真
身

也
。
故
時

人
謂
一
之
観
音
松

。

師
欲
ド
入
‐
聖
嘱

更
視
中
真
容
Ｌ

風
浪
大
作
、
不
レ
得
レ
入
而
去
。

義
湘
が
去

っ
て
ほ
ど
な
く
元
暁
も
観
音
の
真
身
に
会
お
う
と
や
っ
て
来
た
。
観
音
は
女
人
の
姿

で
そ
れ
を
迎
え
た
が
元
暁
は
そ
れ
と
気
づ
か
ず
、
結
局
風
浪
が
起
こ
っ
て
聖
嘱
に
は
入
れ
な
か

っ

た
、
と
い
う
伝
承
で
あ
る
。
観
音
は
元
暁
を
拒
否
し
た
と
い
う
の
で
な
く
、
三
度
ま
で
聖
女
の
姿

で
ま
み
え
て
い
る
。
そ
の
元
暁
と
観
音
と
の
や
り
と
り
は
、
文
中
に

「戯
れ
て
」
と
も
あ
る
と
お

り
ど
こ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
あ
り
、
自
由
奔
放
で
民
衆
に
も
大
い
に
親
し
ま
れ
た
元
暁
の
エ
ピ

ソ
ー

ド
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。

さ
て
、
①
②
は
、
義
湘

ｏ
元
暁
と
い
う
七
世
紀
後
半
の
新
羅
仏
教
界
を
リ
ー
ド
し
た
名
僧
二
人

が
洛
山
寺
の
開
基
に
か
か
わ

っ
た
こ
と
を
語

っ
て
い
る
。
フ
ダ
ラ
ク
は
華
厳
経
な
ど
に
説
か
れ
た

聖
所
で
あ
る
が
、
義
湘

（六
二
五
―
七
〇
二
）
は
唐
に
留
学
し

（六
六

一
―
六
七

一
）
、
華
厳
第

二
祖
の
智
儀
か
ら
華
厳
を
学
ん
で
奥
義
を
究
め
、
新
羅
に
伝
え
広
め
て

「海
東
華
厳
の
初
祖
」

（宋
高
僧
伝
四
）
と
い
わ
れ
た
人
で
あ
る
し
、
元
暁

（六

一
七
―
六
八
工Ｃ

も
ま
た
華
厳
経
疏
や

大
乗
起
信
論
疏
な
ど
を
著
作
し
て
華
厳
を
深
く
追
究
し
た
。
そ
の
元
暁
の
大
乗
起
信
論
疏
が
唐
に

伝
わ
り
、
華
厳
第
三
祖
、
法
蔵
の
重
要
な
著
作
で
あ
る
大
乗
起
信
論
義
記
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
こ
と
な
ど
も
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
法
蔵
は
六
九
二
年
、
敬
愛
す
る
兄
弟
子
の
義
湘
に

対
し
て
書
を
奉
り
、
同
時
に
自
ら
の
新
著
で
あ
る
華
厳
経
探
玄
記
二
十
巻

（「両
巻
未
だ
成
ら
ず
」

と
す
る
）
な
ど
を
贈

っ
て
い
る
。
そ
の
探
玄
記
に
は
、
善
財
童
子
が
訪
れ
た
観
音
の
住
所
の
本
の

名
が

「適
多
羅
山
」
で
あ
る
と
も
み
え
て
い
る
。

フ
ダ
ラ
ク
の
名
は
、
不
空
羅
索
呪
経

（六
世
紀
末
こ
ろ
漢
訳
Ｙ

大
唐
西
域
記

（六
四
六
年
成

工こ

・
新
訳
華
厳
経

（六
九
九
年
成
立
）
な
ど
に
し
る
さ
れ
、
中
で
も
十
六
年
間
の
求
法
の
旅
か

ら
の
帰
国
後
ほ
ど
な
く
太
宗
の
命
に
応
じ
て
成
さ
れ
た
大
唐
西
域
記

（「布
咀
洛
迦
山
」
と
す
る
）

に
よ

っ
て
唐
の
仏
教
界
に
広
ま

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
、
義
湘
も
当
然
、
旧
訳
華
厳
経
の

「光
明
山
」
と
と
も
に
フ
ダ
ラ
ク
の
名
は
知
悉
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
ま
た
三
国
遺
事
巻
四
、
「義
湘

伝
教
」
に
よ
れ
ば
、

永
徽
初
、
会
二唐
使
肛
有

西
還

者
、
寓
載
入

中
国

。
初
止

揚
州
、

州
将
劉
至
仁
請
』
田

衛
内

、
供
養
豊
謄
。

と
あ
り
、
義
湘
は
入
唐
の
時
、
南
路
に
よ

っ
て
揚
州
に
入
り
、
し
ば
ら
く
滞
在
し
て
い
る
の
で
、

そ
こ
で
義
湘
が
直
接
間
接
に
海
上
交
通
者
た
ち
の
普
陀
山
信
仰
に
ふ
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ

る
。
鎌
田
茂
雄
氏
は
、
義
湘
が
揚
州
で
海
洋
信
仰
や
民
間
に
根
づ
い
た
華
厳
経
入
法
界
品
の
信
仰

に
接
触
し
た
可
能
性
を
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
義
湘
の
華
厳
と
の
か
か
わ
り
、
フ
ダ
ラ
ク
の
名
の
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伝
承
、
普
陀
山
信
仰
の
体
験
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
金
文
経
氏
も
説
く
よ
う
―こ‐
、
遺
事
の

「洛
山
」

の
命
名
や
開
基
は
義
湘
に
よ
る
と
い
う
伝
え
は
あ
る
程
度
の
史
実
を
含
ん
で
い
る
と
み
て
よ
い
だ

ろ
つヽ
。

た
だ
し
、
鎌
田
茂
雄
氏
は
、
こ
の
遺
事
に
み
え
る
義
湘
説
話
を
伝
承
に
す
ぎ
な
い
と
み
て
い

る
。
「
こ
の
話
は
後
代
に
つ
く
ら
れ
た
義
湘
に
つ
い
て
の
説
話
で
あ
り
、
歴
史
的
事
実
で
は
な

い
。
し
か
し
、
観
音
が
朝
鮮
半
島
の
洛
山
に
示
現
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
こ
の
地

方
で
観
音
が
信
仰
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
」
、
「中
国
に
お
い
て
観
音
信
仰
が
補
陀
落

迦
霊
場
と
し
て
定
着
す
る
の
は
晩
唐
か
ら
五
代
に
か
け
て
で
あ

つ
て
、
七
世
紀
の
義
湘
、
元
暁
時

代
に
は
ま
だ
行
な
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
、
ま
た

「洛
山
寺
が
実
際
に
開

か
れ
た
の
は
義
湘
の
時
代
で
は
な
く
、
九
世
紀
に
活
躍
し
た
梵
日

（ボ
ム
イ
ル
　
八

一
〇
―
八
八

七
）
の
頃
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
、
義
湘
に
よ
る
開
基
を
否
定
し
て
い
る
。

た
し
か
に
、
中
国
の
フ
ダ
ラ
ク
た
る
普
陀
山
信
仰
の
隆
盛
は
九
世
紀
中
葉
以
降
の
こ
と
で
あ

っ

た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
北
宋
宣
和
六
年

（
一
一
二
四
）
成
立
の
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
に
、

「其
深
麓
中
、
有

請
梁
所
レ建
宝
陀
院

」
と
、
古
く
請
氏
の
梁
の
時
代

（五
〇
二
―
五
五
七
）
に

「宝
陀
院
」
が
建
て
ら
れ
た
と
す
る
記
事
が
あ
り
、
普
陀
山
に
は
古
く
か
ら
観
音
が
祀
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
省
か
ざ
る
を
え
な
い
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
九
世
紀
よ
り
前
に

普
陀
山
信
仰
が
存
在
し
た
こ
と
を
証
す
る
若
干
の
史
料
も
残
り
、
仮
に
六
世
紀
ご
ろ
に
普
陀
山
信

仰
が
発
生
し
た
と
し
て
そ
れ
を
第

一
次
の
も
の
と
す
れ
ば
、
九
世
紀
中
葉
以
降
に
隆
盛
に
お
も
む

い
た
普
陀
山
信
仰
は
第
二
次
の
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
義
湘
は
第

一
次
の
普
陀
山
信
仰

に
ふ
れ
、
そ
れ
を
摂
取
し
て
洛
山
に
移
植
し
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
移
植
し
た
主
体
は
実
際
に

は
義
湘
そ
の
人
で
は
な
く
、
普
陀
山
信
仰
を
体
験
し
た
新
羅
の
無
名
の
海
上
交
通
者
た
ち
で
あ

り
、
そ
れ
が
後
代
に
お
い
て
名
僧
義
湘
の
事
跡
に
帰
し
て
説
話
的
に
伝
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
の
移
植
の
時
代
は
次
節
に
述
べ
る
梵
日
の
時
代
ま
で
は
下
ら

ず
、
新
羅
人
の
海
上
活
動
が
活
発
化
し
た
七

・
八
世
紀
ご
ろ
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。

〓
一　
梵
日
の
伝
承
と
普
陀
山

第
二
次
の
普
陀
山
信
仰
の
洛
山
へ
の
影
響
が
、
梵
日
祖
師
の
正
趣
菩
薩
安
置
を
説
く
、
次
の
③

の
説
話
に
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

後
有
三
嘱
山
祖
師
梵
日

。
大
和
年
中
入
唐
、
到

明
州
開
国
寺

。
有
二

沙
弥
裁
一
左
耳

、

在
・
衆
僧
之
末

。
与
レ
師
言
日
、
吾
亦
郷
人
也
。
家
在

浜
州
界
翼
嶺
県
徳
者
坊

。
師
他
日

若
還

本
国

、
須
レ成

五
口舎

。
既
而
遍

遊
叢
席

、
得

法
於
塩
官
　
［事
具
在

本
伝

］
。

以

〈否
日
七
年
丁
卯

還
レ
国
。
先
創

嘱
山
寺

而
伝
教
。

大
中
十
二
年
戊
寅
二
月
十
五
日
、
夜
夢
昔
所
レ
見
沙
弥
到

窓
下

日
、
昔
在

明
州
開
国

寺

、
与
レ
師
有
レ
約
。
既
蒙
レ
見
レ
諾
、
何
其
晩
也
。
祖
師
驚
覚
、
押

一数
十
人

到

翼
嶺

境

、
尋

訪
其
居

。
有

一
女
居

洛
山
下
村

。
問

其
名

、
日

徳
者

。
女
有

一
子

年

才
八
歳
、
常
出

遊
於
村
南
石
橋
辺

。
告

其
母

日
、
吾
所

与
遊

者
、
有

金
色
童
子

。

母
以
告

干
師

。
師
驚
喜
。
与

童
（子

尋

所
レ
遊
橋
下

、
水
中
有

一
石
仏

。
昇

出

之

、
裁

左
耳

。
類

前
所
レ
見
沙
弥

。
即
正
趣
菩
薩
之
像
也
。
乃
作

簡
子

、
卜

其
営

構
之
地

、
洛
山
上
方
吉
。
乃
作

殿
三
間

安

其
像

。

時
は
大
和
年
中

（八
二
七
―
八
三
五
）
、
入
唐
し
た
梵
日
は
明
州
の
開
国
寺
で
、
同
郷
の
左
耳

の
な
い
沙
弥
に
会
い
、
帰
国
し
た
ら
故
郷
に
自
分
の
家
を
建
て
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
。
そ
の
後

梵
日
は
会
昌
七
年

（八
四
七
）
に
帰
国
し
、
ま
ず
嘱
山
寺
を
創
立
し
て
伝
教
し
た
。
と
こ
ろ
が
大

中
十
二
年

（八
五
八
）
二
月
十
五
日
の
夢
に
、
昔
出
会

っ
た
沙
弥
が
現
れ
て
か
つ
て
の
約
束
の
履

行
を
促
し
た
。
梵
日
は
驚
き
、
す
ぐ
さ
ま
涙
州
界
翼
嶺
県
を
訪
ね
、
洛
山
の
ふ
も
と
の
村
で
女
と

そ
の
子
供
に
教
え
ら
れ
て
橋
の
下
か
ら
水
中
の
石
仏
を
引
き
出
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
正
趣
菩
薩

像
で
、
そ
れ
が
か
の
沙
弥
自
身
な
の
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
卜

い
を
し
て
洛
山
の
上
に
仏
殿
を
建

て
、
そ
の
像
を
安
置
し
た
。

記
事
中
、
「
正
趣
菩
薩
」
と
は
、
華
厳
経
入
法
界
品
の
中
で
文
殊
菩
薩
の
教
え
に
従

っ
て
善
財

童
子
が
五
十
三
人
の
善
知
識
を
訪
ね
た
、
そ
の
二
十
八
番
目
が
観
音
菩
薩
だ
が
、
そ
の
次
、
二
十

九
番
目
に
訪
ね
た
と
さ
れ
る
菩
薩
の
名
で
あ
る
。
善
財
童
子
が

「光
明
山
」
（新
訳
で
は

「補
但

洛
迦
山
し

で
観
音
の
説
法
を
聴

い
て
い
た
と
き
、
こ
の
正
趣
菩
薩
が
東
方
の
空
か
ら
出
現
し
、

「金
剛
山
頂
」
に
降
り
立

っ
た
後
、
観
音
の
も
と

へ
や
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
観
音
に
勧
め
ら
れ
、

童
子
は
正
趣
菩
薩
に
教
え
を
受
け
る
、
と
い
う
ふ
う
に
展
開
し
て
い
る
。
華
厳
経
探
玄
記
に
は
、

コ
住
金
剛
山
頂
』
者
則
是
此
光
明
山
也
」
、
つ
ま
り
正
趣
菩
薩
が
降
り
立

っ
た
金
剛
山
と
は
す
な

わ
ち
観
音
菩
薩
の
光
明
山
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
が
、
と
も
か
く
童
子
は
光
明
山
の
観
音
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の
も
と
で
、
観
音
の
説
法
会
に
や
っ
て
来
た
正
趣
菩
薩
の
教
え
も
聴

い
た
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、

観
音
と
正
趣
は
ゆ
か
り
が
深
い
。
洛
山
に
は
ま
ず
義
湘
に
よ
っ
て
観
音
菩
薩
が
祀
ら
れ
、
ま
も
な

く
元
暁
も
訪
れ
、
次
い
で
梵
日
に
よ

っ
て
そ
の
観
音
に
ゆ
か
り
深
い
正
趣
菩
薩
も
祀
ら
れ
た
、
よ

っ
て
記
事
の
題
を

「洛
山
二
大
聖
　
観
音
　
正
趣
」
と
す
る
と
い
う

の
が
遺
事
の
語
り
口
で
あ

Ｚｅ
。さ

て
、
こ
の
梵
日
説
話
に
あ
ら
わ
れ
る
地
理
や
年
代
は
、
唐
の
普
陀
山
信
仰
の
か
げ
を
感
じ
さ

せ
な
い
で
は
お
か
な
い
。

梵
日

（八

一
〇
―
八
八
九
）
も
ま
た
当
時
に
あ

っ
て
高
名
な
禅
僧
で
あ

っ
た
。
祖
堂
集
の
伝

（巻

一
七
、
「東
国
通
暁
大
師
し

に
よ
れ
ば
、
梵
日
は
十
五
歳
で
出
家
、
二
十
歳
で
京
師
に
お
い

て
具
足
戒
を
受
け
、
そ
の
修
行
ぶ
り
は
同
行
者
の
手
本
と
な
っ
た
。
大
和
年
中

（八
二
七
―
八
三

五
）
に
王
子
金
公
義
珠
が
入
朝
す
る
の
に
つ
い
て
入
唐
し
、
巡
遊
し
て
遍
く
知
識
を
尋
ね
、
塩
官

県
の
斉
安
禅
師
の
も
と
に
参
じ
て
大
悟
、
後
に
は
会
昌
の
廃
仏
に
も
遭
遇
し
た
が
高
山
に
隠
れ
住

ん
で
修
行
を
続
け
、
南
方
の
詔
州
に
も
赴
き
禅
宗
六
祖
慧
能
の
祖
師
塔
を
拝
し
た
。
会
昌
六
年

（八
四
六
）
に
帰
国
し
、
大
中
五
年

（八
五

一
）
に
は
請
わ
れ
て
故
郷
の
浜
州
嘔
山
寺

（五
台
山

に
あ
り
、
洛
山
に
も
近
い
）
に
住
し
、
以
後
三
代
の
国
王
か
ら
欽
仰
さ
れ
、
国
師
に
擬
さ
れ
て
京

師
に
招
か
れ
た
が
下
山
す
る
こ
と
な
く
、
文
徳
二
年

（八
八
九
）
八
十

一
歳
で
示
寂
し
た
、
と
い

つヽノ。遺
事
に
よ
れ
ば
、
そ
の
梵
日
が
渡
唐
し
て
沙
弥
と
出
会

っ
た
の
は
明
州
の
開
国
寺
に
お
い
て
で

あ

っ
た
。
ま
た
諸
所
で
修
行
し
た
後
、
法
を
得
た
の
は
杭
州
の
塩
官
県
に
お
い
て
と
さ
れ
、
祖
堂

集
に
も
塩
官
県
の
斉
安
禅
師
の
も
と
で
六
年
勤
め
た
と
い
う
。
そ
の
こ
ろ
は
新
羅
人
が
黄
海
や
東

シ
ナ
海
の
航
路
を
ほ
ぼ
支
配
し
て
お
り
、
梵
日
の
唐
と
の
往
還
や
修
行
地
も
そ
う
し
た
新
羅
人
の

活
動
と
関
係
が
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
し
て
そ
の
こ
ろ
、
杭
州
湾
の
沖
で
は
、
普
陀
山
信
仰
が
隆
盛
に
お
も
む

い
て
い
た
。
そ
の

「不
肯
去
観
音
」
の
開
基
伝
承
に
は
、
同
じ
プ
ロ
ッ
ト
で
観
音
を
祀

っ
た
主
体
の
異
な
る
二
つ
の

伝
承
が
あ
る
。
そ
の

一
つ
は
先
述
の
宣
和
奉
使
藁
麗
図
経
巻
三
十
四
に
載
る
も
の
で
、
新
羅
商
人

が
祀

っ
た
と
し
、
も
う

一
つ
は
宝
慶
四
明
志

（
一
三
二
五
～

一
三
二
七
年
成
立
）
巻
十

一
や
仏
祖

統
記

（
一
二
六
九
年
成
立
）
な
ど
に
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
、
観
音
を
祀

っ
た
主
体
を
日
本
僧
、
慧

事
に
よ
る
と
す
る
。
そ
う
し
て
祀

っ
た
主
体
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
も
五
台
山
で
観
音
像

を
得
、
明
州

（寧
波
）
か
ら
帰
国
し
よ
う
と
し
た
が
普
陀
山
に
到

っ
て
船
が
座
礁
し
た

（宝
慶
四

明
志
で
は
、
海
が
荒
れ
た
）
の
で
観
音
を
島
に
祀

っ
た
、
後
に
そ
の
観
音
像
は
城
内
の
開
元
寺
に

安
置
さ
れ
た
、
今
普
陀
山
に
安
置
し
て
い
る
の
は
後
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
説
話
の

プ
ロ
ッ
ト
は
ひ
と
し
い
。
そ
し
て
普
陀
山
信
仰
の
盛
ん
な
あ
り
さ
ま
に
つ
い
て
、
高
一麗
図
経
に

は
、
観
音
が
祀
ら
れ
て
以
来
、
「海
舶
往
来
必
詣
。
祈
福
無
レ
不

感
応

」
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ

っ
た
と
い
い
、
仏
祖
統
記
に
も
、
「去
レ
洞
六
七
里
、
有
一
大
蘭
若

。
是
為

一海
東
諸
国
朝
現
商
買

往
来

、
致
敬
投
誠
、
莫
レ
不
レ
獲
レ
済

〔草
奄
録
ご

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
九
世
紀
の
こ

ろ
、
中
国
と
新
羅
な
ど
の
間
を
航
海
し
た
海
上
交
通
者
の
間
に
フ
ダ
ラ
ク
と
し
て
の
普
陀
山

へ
の

信
仰
が
盛
ん
に
な

っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
普
陀
山
の
伝
承
と
先
の
梵
日
の
伝
承
を
比
較
し
て
み
る
と
、
奇
妙
な
暗
合
が

認
め
ら
れ
る
。
説
話
の
年
代
は
同
時
代
と
い
う
ど
こ
ろ
か
、
遺
事
と
仏
祖
統
記
で
は
い
ず
れ
も
大

中
十
二
年
と
さ
れ
る

（宝
慶
四
明
志
は
大
中
十
三
年
と
す
る
）
。
説
話
の
場
所
と
い
う
点
で
も
、

一
方
は
鄭
の
開
元
寺
、
他
方
は
明
州

（浙
江
省
郭
県
）
の
開
国
寺
と
類
似
す
る
。
慧
薯
の
事
跡
の

中
に
杭
州
塩
官
県
霊
池
院
の
斉
安
禅
師
に
拝
謁
し
、
そ
の
高
弟
義
空
長
老
を
伴

っ
て
帰
国
し
、
日

本
に
初
め
て
南
宗
禅
を
伝
え
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る

（元
享
釈
書
な
ど
）
が
、
梵
日
も
同
じ
塩
官

県
の
斉
安
禅
師
の
も
と
で
大
悟
し
た
と
い
い

（祖
堂
集
）
、
斉
安
禅
師
は
同

一
人
で
あ
り
、
場
所

の
み
な
ら
ず
修
行
過
程
や
宗
旨
に
お
い
て
も
両
者
は
相
当
に
近
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
高

一麗
図
経
で
は
、
呉
越

（五
代
十
国
の

一
つ
）
の
銭
氏

（十
世
紀
、
五
世
八
十
四
年
間
呉
越
王
と
な

っ
た
）
が
観
音
像
を
城
中
の
開
元
寺
に
移
し
た
と

い
い
、
そ
の
城
と
は
杭
州
城
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
ち
ょ
う
ど
梵
日
が
留
学
し
て
い
た
こ
ろ
、
ま
さ
に
梵
日
の
活
動
範
囲
に
お
い
て
普
陀
山
信
仰

は
盛
ん
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
梵
日
の
中
国
で
の
活
動
の
年
代
と
普
陀
山
の
不
肯
去
観
音
の

開
基
伝
承
の
年
代
に
は
十
数
年
ほ
ど
の
前
後
が
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
際
問
題
と
す

る
に
は
あ
た
る
ま
い
。
海
上
交
通
者
ら
の
間
に
お
け
る
普
陀
山
信
仰
の
隆
盛
の
中
で
慧
薯
ら
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
生
ま
れ
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
普
陀
山
に
は

「正
趣
峰
」
と
い
う
山
が
あ

っ
た
こ
と
が
普
陀
山
の
古
い
地
誌
で
あ
る

大
徳
昌
国
州
図
志

（
一
二
九
八
年
成
立
）
や
補
陀
洛
迦
山
伝

（
一
三
六

一
年
成
立
）
に
み
え
て
い

る
。
そ
れ
ら
に
お
い
て
は

「正
趣
峰
　
霊
鷲
峰
　
観
音
峰
」
と
、
島
内
に
あ
る
山
は
三
峰
の
み
が

挙
げ
ら
れ
、
そ
の

一
番
目
に

「正
趣
峰
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
当
時
重
要
視
さ
れ
た
山
で
あ

っ
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た
こ
と
が
わ
か
る‐
。
普
陀
山
に
は
先
述
の
華
厳
経
入
法
界
品
に
も
と
づ
く

「善
財
洞
」
も
古
く
か

ら
あ
り

（大
徳
昌
国
州
図
志
以
下
）
、
普
陀
山
は
い
つ
の
時
代
か
ら
か
い
わ
ば
入
法
界
品
に
描
か

れ
た
観
音
の
補
陀
洛
世
界
が
意
識
的
に
島
内
に
引
き
写
さ
れ
て
き
た
歴
史
を
も

つ
。
「正
趣
峰
」

の
存
在
も
入
法
界
品
に
も
と
づ
く
正
趣
菩
薩

へ
の
信
仰
が
普
陀
山
に
古
く
か
ら
存
し
た
こ
と
を
示

し
、
そ
れ
が
洛
山

へ
の
正
趣
菩
薩
安
置
を
説
く
梵
日
説
話
の
形
成
に
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
と

み
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
梵
日
の
説
話
は
、
九
世
紀
の
中
ご
ろ
に
お
い
て
普
陀
山
信
仰
と
洛
山
信
仰
が
再
び
密

接
な
関
係
を
も

っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
ろ
、
僧
侶
や
商
人
を
含
む

海
上
交
通
者
、
ま
た
海
民
の
間
で
昂
揚
し
た
第
二
次
の
普
陀
山
信
仰
が
、
そ
の
空
気
を
呼
吸
し
た

新
羅
の
人
々
に
よ

っ
て
東
海
の
ほ
と
り
に
も
た
ら
さ
れ
、
地
元
の
海
民
た
ち
の
支
持
も
受
け
、
梵

日
伝
承
と
と
も
に
洛
山
の
中
興
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
あ
る
い
は
、
も

っ

と
直
接
的
に
、
実
際
に
梵
日
が
中
心
と
な

っ
て
普
陀
山
信
仰
を
洛
山
に
も
た
ら
し
、
洛
山
を
中
興

し
た
可
能
性
も
あ
る
。

洛
山
寺
の
南
方
約
五
〇
キ
ロ
の
山
岳
地
帯
に
は
、
梵
日
も
帰
国
後
に
長
年
住
し
た
堀
山
寺
を
含

む
五
台
山
が
広
が
る
。
そ
の
い
わ
れ
は
三
国
遺
事
巻
三
に
、
「洛
山
二
大
聖
　
観
音
　
正
趣
　
調

信
」
の
次
に

「台
山
五
万
真
身
」
と
題
し
て
、
七
世
紀
中
葉
の
慈
蔵
法
師
が
渡
唐
し
て
文
殊
菩
薩

か
ら
本
国
の
五
台
山
の
所
在
を
教
え
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
し
る
さ
れ
、
中
国
の
五
台
山
信
仰
が
移

植
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
洛
山
信
仰
が
普
陀
山
信
仰
の
伝
播
、
な
い
し
移
植
で
あ
る
こ

と
の

一
つ
の
傍
証
に
な
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
普
陀
山
の
故
事
で
も
、
新
羅
商
人
や
慧
薯
が
は
じ

め
に
観
音
像
を
得
た
の
は
中
国
五
台
山
に
お
い
て
で
あ
り
、
ま
た
四
明
の
開
元
寺
内
に
は
故
事
に

ゆ
か
り
の

「
五
台
観
音
院
」
が
あ

っ
た

（宝
慶
四
明
志
以
下
）。
唐

・
新
羅
両
国
に
お
い
て
、
五

台
山
と
フ
ダ
ラ
ク
は
つ
な
が
り
が
深

い
の
で
あ
る
。

四
　
洞
窟

の
観

音

・
龍
神
信
仰

現
在
い
く
つ
か
の
堂
子
を
か
ま
え
る
洛
山
の
信
仰
の
核
と
な
る
場
所
は
、
史
料
に
よ

つ
て
も
地

元
の
研
究
者
に
よ

っ
て
も
、
観
音
窟
だ
と
教
え
ら
れ
る
。
海
に
臨
む
義
湘
台
か
ら
百
メ
ー
ト
ル

余
、
崖
に
沿

っ
て
つ
け
ら
れ
た
道
を
歩
い
た
と
こ
ろ
に
、
朝
鮮
の
寺
ら
し
い
青
緑
の
瓦
屋
根
の
、

三
間
四
方
の
紅
蓮
庵
が
建

っ
て
い
る
。
そ
の
か
た
わ
ら
か
ら
下
を
覗
き
こ
む
と
、
十
メ
ー
ト
ル
余

り
下
は
海
面
で
、
岩
を
裂
い
て
幅

一
、
ニ
メ
ー
ト
ル
の
切
れ
込
み
が
走

っ
て
庵
の
下
に
も
ぐ

っ
て

い
る
。

つ
ま
り
、
庵
は
洞
窟
の
上
に
、
そ
れ
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
庵
の
直

下
も
背
後
も
ま
だ
洞
窟
の

一
部
な
の
だ

っ
た
。
こ
の
洞
窟
や
庵
に
つ
い
て
は
、
地
誌
で
は
輿
地
図

書

（
一
七
五
七
年
刊
）
に
、

在

府
東
十
五
里
五
峰
山
之
下

。
海
溢
石
崖
中
堺
、
海
水
入

其
中

噌
呟
作
レ声
。
其
上
架

小
閣

安

観
音
像

。

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
海
の
ほ
と
り
の
断
崖
が
裂
け
、
海
水
が
そ
の
中
に
入
れ
ば
か
ま
び
す
し
い

声
を
な
す
。
そ
の
上
に
小
閣
を
架
け
造

っ
て
観
音
像
を
安
置
し
た
。
現
在
、
庵
の
そ
ば
の
斜
面
に

観
音
寺
院
の
周
囲
に
は
よ
く
見
か
け
る
竹

（笹
）
が
群
生
し
て
い
る
の
は
説
話
の

「双
竹
」
に
ち

な
む
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
「座
上
の
山
頂
に
双
竹
湧
生
す
べ
し
」
盆
退
事
）
と
い
わ
れ
た
場
所

は
、
「山
頂
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
も

っ
と
上
の
方
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
洞
窟
の
た
た
ず
ま
い
は
普
陀
山
の
潮
音
洞

（ま
た
梵
音
洞
）
に
非
常
に
よ
く

似
て
い
る
。
潮
音
洞
は
島
の
南
東
部
、
慧
薯
が
観
音
を
祀

っ
た
場
所
と
い
う
不
肯
去
観
音
院
か
ら

少
し
下

っ
た
岩
場
に
あ
る
海
岸
の
洞
窟
で
あ
る
。
そ
の
洞
窟
は
海
潮
を
呑
み
込
み
吐
き
出
し
、
昼

と
な
く
夜
と
な
く
大
き
な
音
を
響
か
せ
る
。
そ
し
て
洞
窟
の
前
に
石
橋
が
あ
り
、
信
者
が
そ
こ
に

至

っ
て
熱
心
に
祈
る
と
、
観
音
が
座
し
て
説
法
す
る
よ
う
す
が
見
え
た
り
、
善
財
童
子
が
俯
仰
し

て
送
迎
し
た
り
、
あ
る
い
は
た
だ
碧
玉
の
浄
瓶
が
見
え
た
り
、
頻
伽
の
飛
舞
が
見
え
た
り
す
る
と

い
う

（仏
祖
統
記
）
。
あ
る
い
は
大
徳
昌
国
州
図
志
に
も
、
大
中
年
間
に
西
域
僧
が
来
て
十
指
を

燃
や
し
尽
く
す
と
観
音
が
示
現
し
、
妙
法
を
説
き
、
七
宝
色
石
を
授
け
た
場
所
、
お
よ
び
慧
薯
の

船
が
留
ま

っ
た
場
所
が
や
は
り
潮
音
洞
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
普
陀
山
の
中
で
は
潮
音
洞
こ
そ
が

観
音
真
身
の
住
所
で
あ
り
、
信
仰
の
発
祥
地
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
事
情
は
洛
山
の
観
音
窟

の
場
合
と
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い
る
。
梵
音
洞
は
島
の
東
部
に
あ
る
洞
窟
で
、
高
さ
約
百
メ
ー
ト

ル
ば
か
り
、
や
は
り
海
潮
が
な
だ
れ
込
む
と
轟
音
を
あ
げ
、
観
音
示
現
の
場
所
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
ま
た
そ
こ
で
も
洞
窟
の
真
上
に
堂
子
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

真
身
の
観
音
が
海
の
ほ
と
り
の
洞
窟
に
住
む
こ
と
と
い
い
、
そ
の
洞
窟
が
波
を
呑
み
こ
み
、
轟

音
と
と
も
に
潮
を
吹
き
上
げ
る
よ
う
す
と
い
い
、
洛
山
の
観
音
窟
は
普
陀
山
の
潮
音
洞
を
模
し
た

も
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ら
伝
承
や
自
然
景
観
の
相
似
か
ら
は
、
普
陀
山
信
仰
の
洛
山
へ
の
伝
播



神野 富一 :洛山寺考(7)

が
強
く
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

相
似
は
ま
た
、
海
龍
信
仰
に
関
し
て
も
認
め
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
別
稿
に
よ
り
た
い
が
、
洛
山

地
区
で
は
遅
く
と
も
藁
麗
時
代
か
ら

「東
海
神
廟
」
と
い
う
東
海
の
龍
王
を
祀
っ
た
堂
宇
が
存
在

し
た
。
こ
れ
は
中
国
で
国
家
が
四
海
の
海
神
を
祀

っ
た
制
度
の
移
植
で
、
中
国
で
は
す
で
に
隋
代

か
ら
東
海
と
南
海
の
神
を
海
上
交
通
の
要
所
に
祀

っ
て
き
た
。
中
国
の
東
海
神
廟
は
、
隋

・
唐
代

は
会
稽
県
に
あ
り
、
北
宋
前
期
に
は
山
東
半
島
の
莱
州
液
県
に
あ

っ
た
が
、
元
豊
元
年

（
一
〇
七

八
年
）
、
明
州
定
海
県
の
東
北
五
里
の
地
に
移
祠
さ
れ
た‐
。
こ
の
東
海
神
廟
の
存
在
は
、
洛
山
付

近
が
古
く
か
ら
海
上
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
海
龍
信
仰
の
さ
か
ん
な
土
地
柄
で
あ

っ
た
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
る
。
ま
た
東
海
神
廟
と
洛
山
寺
が
ご
く
近
く
に
あ
る
こ
と
は
、
中
国
の
東
海
神
廟
が
会

稽
県
ま
た
定
海
県
と
、
普
陀
山
の
近
く
に
あ
る
こ
と
と
の
相
似
を
思
わ
せ
な
い
で
は
お
か
な
い
。

「東
海
の
龍
」
は
国
つ
神
の
代
表
と
も
い
う
べ
き
存
在
と
し
て
、
三
国
遺
事
に
も
多
く
登
場
し

て
い
る
。
そ
こ
で
は
王
権
と
か
か
わ
っ
て
護
国

・
護
法
の
性
格
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
背
景
に

は
民
衆
の
豊
作
豊
漁
、
ま
た
海
上
交
通
の
安
全
を
祈
願
す
る
海
龍
信
仰
が
広
く
存
在
し
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。
そ
し
て
東
海
神
廟
の
置
か
れ
た
洛
山
地
区
は
、
古
く
か
ら
そ
う
し
た
海
龍
信
仰

の
さ
か
ん
な
土
地
柄
だ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

五
　

海

　

の
　

道

普
陀
山
信
仰
や
洛
山
信
仰
は
海
上
守
護
の
信
仰
で
あ

っ
た
の
で
、
そ
の
移
植
は
僧
侶
の
活
動
ば

か
り
に
よ

っ
た
と
は
い
え
な
い
。
移
植
の
主
体
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
支
え
た
人
々
と
し
て
、
商

人

ｏ
船
主

・
船
人
な
ど
の
海
上
交
通
者
や
漁
師
な
ど
の
海
民
の
存
在
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ

こ
で
は
そ
の

一
助
と
し
て
、
当
時
の
唐
―
―
新
羅
間
の
海
上
交
通
を
瞥
見
し
て
お
こ
う
。

八

・
九
世
紀
の
こ
ろ
は
新
羅
の
海
民

・
商
人
ら
が
黄
海

・
東
シ
ナ
海
方
面
の
海
上
交
通

・
海
上

貿
易
を
ほ
ぼ
独
占
す
る
勢
い
で
、
特
に
唐
―
―
新
羅
間
の
外
交

・
交
易
が
さ
か
ん
で
あ

っ
た
。
の

み
な
ら
ず
、
円
仁

（八
三
八
～
八
四
七
年
在
唐
）
の
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
が
リ
ア
ル
に
描
き
出
し

て
い
る
よ
う
に
、
新
羅
人
の
旺
盛
な
活
動
は
唐
の
東
海
岸
に
自
身
の
居
留
区
を
現
出
さ
せ
る
ま
で

に
な

っ
て
い
た
。
当
時
の
唐
―
―
新
羅
間
の
海
上
交
通
の
様
相
に
つ
い
て
、　
一
つ
の
定
説
的
な
理

解
を
引
い
て
お
こ
う
。

唐

へ
行
く
海
路
は
、
今
の
全
羅
南
道
の
霊
岩
か
ら
上
海
方
面

へ
行
く
道
と
、
京
畿
道
南
陽

湾
か
ら
山
東
半
島

へ
行
く
道
が
あ

っ
た
。　
一
方
、
慶
州
か
ら
近
い
国
際
貿
易
港
で
あ
る
蔚
山

に
は
イ
ス
ラ
ム
商
人
ま
で
往
来
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
と
き
に
は
唐
の
産
物
ば
か
り
で
な

く
西
域
の
商
品
も
輸
入
し
た
。

そ
し
て
新
羅
人
が
し
ば
し
ば
唐
に
往
来
し
て
、
山
東
半
島
と
揚
子
江
下
流

一
帯
に
新
羅
人

の
居
住
地
で
あ
る
新
羅
坊
が
生
ま
れ
、
新
羅
所
、
新
羅
館
、
新
羅
院
が
建
て
ら
れ
た
。
（中

略
）と
く
に
、
張
保
皐
は
今
の
莞
島
に
清
海
鎮
を
設
置
し
て
海
賊
を
掃
蕩
し
た
後
、
南
海
と
黄

海
の
海
上
交
通
を
支
配
し
、
唐
、
日
本
と
の
貿
易
を
独
占
し
た
ば
か
り
か
、
大
き
な
政
治
勢

力
に
ま
で
成
長
し
た
。
そ
の
他
の
地
域
で
も
海
上
勢
力
が
大
き
く
な

っ
て
い
っ
た
。

か
の
梵
日
も
右
記
の
い
ず
れ
か
の
航
路
で
往
還
し
、
主
に
杭
州
や
明
州
と
い
う
海
に
近
い
都
市

の
寺
院
で
修
行
し
た
の
だ
し
、
普
陀
山
の
信
仰
に
も
多
大
な
関
心
を
寄
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し

て
こ
こ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
航
路
は
西
海
の
唐
―
―
新
羅
西
岸
の
み
な
ら
ず
半
島
南
部
に
も
開

け
、
蔚
山
は
国
際
貿
易
港
と
し
て
栄
え
て
い
た
。
さ
ら
に
東
海
に
は
新
羅
―
―
渤
海
間
の
航
路
も

存
在
し
た
。
こ
の
よ
う
な
当
時
の
新
羅
人
の
旺
盛
な
海
上
活
動
を
考
慮
す
れ
ば
、
も
と
も
と
海
上

交
通
者
や
周
辺
の
海
民
の
間
で
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
普
陀
山
信
仰
が
、
義
湘
の
こ
ろ
、
ま
た

梵
日
の
こ
ろ
に
海
上
ル
ー
ト
を
通
じ
て
洛
山
に
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。

宋
代
の

一
一
二
六
年
ご
ろ
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
張
邦
基

・
墨
荘
漫
録
の

「宝
陀
山
記
」
に
、

東
望
≡

一韓
外
国
諸
山

、
在

杏
冥

。
海
舶
至
レ
此
、
必
有
レ
所
レ
祷
。
寺
有

鐘
碧
銅
物

。

皆
鶏
林
商
買
所
レ
施
者
、
多
刻

彼
国
之
年
号
、

亦
有

外
国
人
留
題

、
頗
有

文
彩

者
。

と
あ
る
。
寺
に
寄
進
さ
れ
た
鐘
碧
は
皆
新
羅
商
人
の
も
の
で
あ
る
と

い
い
、
海
を
行
く
新
羅
の

人
々
に
よ
つ
て
普
陀
山
が
い
か
に
熱
心
に
信
仰
さ
れ
た
か
を
伝
え
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
新
羅
の
海
上
交
通
者
た
ち
も
、
お
の
ず
か
ら
に
海
龍
の
信
者
た
ち
で
あ

っ
た
ろ

う
。
そ
の
彼
ら
の
間
に
、
海
龍
を
し
の
い
で
海
上
守
護

・
海
難
救
助
を
し
て
く
れ
る
観
音
が
信
仰

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
説
話
に
お
け
る
東
海
の
龍
が
義
湘
法
師
に
如
意
宝
珠

一
顆
を
献
る
場

面
、
そ
れ
は
護
国
の
意
図
を
は
ら
み
つ
つ
も
、
海
上
交
通
者
や
海
民
の
素
朴
な
海
龍
信
仰
が
、
海

の
女
神
と
も
な

っ
た
観
音

へ
の
信
仰
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
の
象
徴
で
も
あ

っ
た
に
ち
が
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い
な

い
。

五
　

お
わ
り

に

朝
鮮
の
フ
ダ
ラ
ク
と
さ
れ
る
洛
山
に
つ
い
て
、
三
国
遺
事
な
ど
の
伝
承
の
分
析
を
行
い
、
ま
た

洞
窟
信
仰
、
東
海
の
龍
の
祭
祀
、
古
代
の
海
上
交
通
の
状
況
な
ど
を
手
が
か
り
に
、
洛
山
信
仰
が

普
陀
山
信
仰
の
影
響
下
で
ま
ず
は
七
世
紀
後
半
、
義
湘
の
こ
ろ
に
成
立
し
、
次
い
で
九
世
紀
中
ご

ろ
の
梵
日
の
こ
ろ
に
中
興
が
あ

っ
た
こ
と
を
推
定
し
た
。
す
で
に

「イ
ン
ド
に
発
し
、
中
国
に
定

着
し
た
普
陀
山
の
補
陀
洛
迦
信
仰
は
、
朝
鮮
半
島

へ
渡
り
、
広
ま

っ
て
い
っ
た
」
と
簡
略
に
は
い

わ
れ
て
い
る
と
お
り
、
洛
山
信
仰
は
普
陀
山
信
仰
の
伝
播
、
な
い
し
は
移
植
と
い
う
面
が
強
い
。

た
だ
し
そ
の
影
響
は
、
少
な
く
と
も
七
世
紀
後
半
と
九
世
紀
中
ご
ろ
の
三
度
に
わ
た

っ
て
大
き
な

波
が
あ

っ
た
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、
洛
山
信
仰
の
成
立
や
発
展
に
は
僧
侶
の
ほ
か
に
も
海
上

交
通
者
の
活
動
が
大
き
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
長
い
海
岸
線
を
か
か
え
て
い
た
新
羅
に
お
い
て
、
な
ぜ
東
海
岸
で
も
都
の
慶

州

（金
城
）
か
ら
は
か
な
り
北
方
に
あ
る
洛
山
に
フ
ダ
ラ
ク
が
成
立
し
た
の
か
と
い
う
疑
間
は
な

お
残
る
。
こ
の
問
題
の
解
明
は
容
易
で
は
な
い
が
、　
一
つ
の
鍵
は
太
陽
信
仰
の
存
在
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
各
地
の
フ
ダ
ラ
ク
を
み
て
い
く
と
、
太
陽
信
仰
が
さ
か
ん
で
あ

っ
た
土
地
が

多
い
。
洛
山
寺
も
朝
鮮
半
島
中
部
の
よ
く
日
の
当
た
る
丘
に
あ
り
、
現
在
で
も
元
旦
に
は
日
の
出

を
見
る
人
々
で
に
ぎ
わ
う
と

い
う
。
洛
山
は
襄
陽
郡
に
属
す
る
が
、
コ
装
陽
」
は

「昇
る
太
陽
」

の
意
味
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
問
題
は
フ
ダ
ラ
ク
と
太
陽
信
仰
の
関
係
と
し
て
別
に
論
じ
る
こ

と
に
し
た
い
。

注ｍ
　
『国
立
民
俗
博
物
館
』
貧
一〇
〇
二
年
十
月
再
版
）。

０
　
本
文
は
金
思
悴
訳

『完
訳
三
国
遺
事
』
■

九
九
七
年
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、
新
字
体
に
改
め
、
返
り

点
を
付
し
た
。
以
下
同
じ
。

問
　
江
原
郷
土
文
化
研
究
会
編

『襄
陽
歴
史
資
料
集
』
含
一〇
〇
三
年
）
に
収
め
ら
れ
た
影
印
本
に
よ
る
。

新
字
体
に
改
め
、
返
り
点
を
付
し
た
。
以
下
同
じ
。
朝
鮮
群
書
大
系
所
収
の

『東
国
輿
地
勝
覧
』
■

九

一
二
年
）
も
参
照
し
た
。

０
　
鎌
田
茂
雄

『新
羅
仏
教
史
序
説
』
三
二
〇
頁

（
一
九
八
八
年
）。

同
　
金
文
経

（高
慶
秀
訳
）
「在
唐
新
羅
人
社
会
と
仏
教
―
―
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
を
中
心
に
し
て
―
―
」

翁
ア
ジ
ア
遊
学
」
二
六
、
二
〇
〇

一
年
四
月
）。
ま
た
、
氏
も
ふ
れ
て
い
る
が
、
釈
体
元
の

「白
花
道
場

発
願
文
略
解
」
（奥
書
に
よ
れ
ば

一
三
二
八
年
成
立
。
韓
国
仏
教
全
書
六
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
義
湘
は
洛

山
に
詣
で
て

「白
花
道
場
発
願
文
」
を
作
っ
た
と
い
う

（「師
洛
山
観
音
窟
に
詣
で
、
礼
拝
発
願
し
て
斯

の
文
を
述
ぶ
し
。
史
実
で
あ
れ
ば
義
湘
が
洛
山
寺
を
創
建
し
た
明
証
と
な
る
が
、
そ
の
史
料
性
の
評
価

は
私
の
手
に
余
る
。

同
　
鎌
田
茂
雄

『観
音
の
き
た
道
』

一
七
五
頁

（
一
九
九
七
年
）。
な
お
氏
は
、
義
湘

。
元
暁
以
前
の
時
代

に
、
西
域
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
高
句
麗
に
も
た
ら
さ
れ
た
観
音
信
仰
が
当
地
で
独
自
の
観
音
信
仰
を
創
り

あ
げ
て
い
た
と
推
定
し
て
い
る
。
注
四
の
書
、
四
〇
三
頁

（
一
九
八
八
年
）。

ｍ
　
い狂
０
の
書
、
四
〇
一
頁
。

閣
　
鎌
田
茂
雄

『韓
国
古
寺
巡
礼

（新
羅
編
と
　
一
四
七
頁

（
一
九
九

一
年
）。

０
　
現
在
も
島
の
南
方
に

「正
趣
峰
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
旧
称

「玉
趣
峰
」
で
あ

っ
た
も
の
を
清
初
に

普
済
寺
の
住
持
潮
音
が
善
財
童
子
の
故
事
に
よ
っ
て
改
名
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

（コ
日陀
山
志
』
五

二
頁
、　
一
九
九
五
年
、
な
ど
）。

⑩
　
い狂
問
の
書
に
よ
る
。

て１１＞
　
古
林
森
広

「宋
代
の
海
神
廟
に
関
す
る

一
考
察
」
（コ
ロ
備
国
際
大
学
研
究
紀
要
」
五
、　
一
九
九
五

年
）。

υ
　
当
時
の
航
路
や
新
羅
人
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
内
藤
篤
輔

『朝
鮮
史
研
究
』
第
八
章
～
第
十
章

（
一

九
六

一
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
近
年
の
研
究
に
は
、
注
同
の
論
文
、
李
基
東

「張
保
皐
と
そ
の
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(9) 神野 富一 :洛山寺考

The Orlgln of the Belief in]RakusanJl,the Korean Fudaraku

KANNO Tomikazu

Abstract:Rakusatti,on the east coast of the Korean peninsula,is famous as the Korean Fudaraku,the place

where Kannon lives.In this paper,I state how and when this Fudaraku originated。

I have analyzed the articles in the Sα ttgθた
“
ヴj, and reviewed the belief in caves,the rite of the dragon in the

East Sea, and the circumstances of the sca traffic in ancient tilneso And l presume that the belief in Rakusan

was influenced by the belief in Fudasan in China, and originated in the latter half of the seventh century, and

expanded in the nliddle of the ninth century. I also suggest that it was not only ]Buddhist priests, but also lay

people who went over the sea,who contributed to the origin and expansion of these beliefs.


